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徒個々人の反応を測定するために,MCRA(Multi Channel Response Analyzer)を用い,SAS













弾みのある 津軽よされ節 よさこい節 多幸山
弾みのない 小諸馬子唄 さんさ時雨 小浜節







































Table 2. Average Of PS time(sec)and percentage
by undergraduates and elementary school children
Table 3. Analysis of Variance くunweighted―mean solution〉
曲 名 津軽よされ節 小諸馬子唄 よさこい節 さんさ時雨 多幸山 小浜節
日 階 陽  音  階 陰 日 階 琉 球 音 階
リ ズ ム 弾みのある 弾みのない 弾みのある 弾みのない 弾みのある 弾みのない




































































Table 4.Average of PS time(sec)and percentage
by undergraduates(MusiCian vs NonmuSician)
曲 名 津軽よされ節 小諸馬子唄 よさこい節 さんさ時雨 多幸山 小浜節
?? 階 陽  音  階 陰  音  階 琉 球 音 階
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Table 5.Average of PS time(sec)and percentage
by undergraduates(Rating music ciass:Low vs Middie vS High)
Table 6.Average of PS time(sec)and percentage









曲 名 津軽よされ節 小諸馬子唄 よさこい節 さんさ時雨 多幸山 小浜節
音   階 陽  音  階 陰  音  階 琉 球 音 階
リ ズ ム 弾みのある 弾みのない 弾みのある 弾みのない 弾みのある 弾みのない




































曲 名 津軽よされ節 小諸馬子唄 よさこい節 さんさ時雨 多幸山 小浜節
音   階 陽  音  階 陰  音  階 琉 球 音 階
















































312          小川容子 :若者における津軽 。沖縄民謡への親近
Table 7.Average of PS time(sec)and percentage
by elementary school children(Rating music class:Low vs Middle vs High)
Table 8.Correlation coefficient(r)











曲 名 津軽よされ節 小諸馬子唄 よさこい節 さんさ時雨 多幸山 小浜節
音   階 陽  音  階 陰  音  階 琉 球 音 階
リ ズ ム 弾みのある 弾みのない 弾みのある 弾みのない 弾みのある 弾みのない











































よさこい節 さんさ時雨 多幸山   小浜節
0.05      --0.00
0.70        0.98
-0,15    0.00
0.21        0.98
0.06      -0.24
0.66        0.08
0.05        0.05
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Figure l  Temporal change of the position
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